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〔第 15 章〕情報公開・説明責任 

 

【大学・大学院】 

目標：公開している財務情報等を、より丁寧でわかり易い内容に改善するとともに、自己

点検・評価結果や外部評価結果のさらなる公開を進める。 
 

（財政公開） 
Ａ群：財政公開の状況とその内容・方法の適切性  

Ｂ群：アカウタビリティの履行状況を検証するシステムの導入状況（財務関連） 

本学における財政状況についてはホームページ上で広く社会に公開している（ＵＲＬ 

http://www.soka.ac.jp/college/businessreport.html）。公開内容は財務三表・財産目録

並びに前年度事業報告及び当年度事業計画である（公開状況は基礎データ表 48 参照）。 

また 2001 年より広報誌「ＳＵＮ（SOKA UNIV. NEWS）」に要約資金収支・要約消費収支・

要約貸借対照表をグラフとともに掲載し、「決算状況報告」として解説文を掲載してきた。

また一般の経済誌から資料提供の申し出があっても積極的に提供・開示している。一方、

学生をはじめ教職員の代表が参加する全学協議会の場で理事長自らが財務状況を説明して

いる。また 2002 年度より、毎年決算終了後、外部公認会計士を招いて「財政分析報告会」

を、教職員対象に開催するとともに、職員には部課長会の席上、予算・補正予算・決算の

説明を行っている。 

寄附行為に定められた財務関係書類の備付及び閲覧については「学校法人創価大学財務

情報の開示・閲覧に関する規程」（以下規程という）に基き、事務室において財産目録、貸

借対照表、収支計算書、事業報告書、監事監査報告書を閲覧に供している。また規程では

閲覧対象者を、（１）本学在学生及びその保護者、（２）本学と雇用契約にある教職員及び

これに準ずる者、（３）本学に対する債権者及び担保物権設定者、（４）その他本学が閲覧

を認めた者（卒業生含む）、と定め閲覧希望者は所定様式の請求書を提出し、財務担当理事

及び財務部長の決裁によって閲覧が可能である。 

 財政情報の公開を積極的に行っていると評価できる。学内の掲示板等への貼り出しとい

う点も、上記広報誌を学内各所に置き、学内関係者及び訪問者が自由に持ち帰りができる

ということで充たしている。 

 今後は学生や一般の方が見ても理解しやすい公開を目指し、表やグラフ、解説を工夫す

るなど、より一層の丁寧さと分かり易さを追求していく。 

 
（自己点検・評価） 
Ａ群：自己点検・評価結果の学内外への発信状況とその適切性 
Ｂ群：外部評価結果の学内外への発信状況とその適切性 
 「創価大学教育ヴィジョン」（以下ヴィジョンという）はホームページ上で全文を広く社

会に公表するとともに、学長・理事長から年度初頭の各会議において取り上げて説明して

いる。さらに小冊子として毎年発刊し、全教員・職員及び学生に配布する一方、広報誌「Ｓ

ＵＮ」にもヴィジョンのダイジェスト版を掲載している。このＳＵＮはホームページにも
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掲載されている。 

ヴィジョンの点検・評価の内容は、前述の 21 世紀委員会で分析し、達成度評価を付して

関係教職員に報告するとともに、全学協議会を通して学生の代表にも報告している。 
自己点検・評価結果は 2000 年度より報告書をＣＤ-ＲＯＭにして学内関係者及び他大学

並びに教育機関等に送付してきたが、2004 年度からはホームページでの公開に切り替え、

広く社会に公表（http://www.soka.ac.jp/college/self_report.html）し、学内に対して

は教員、職員、学生それぞれのポータルサイトにも報告書を掲載している。自己点検・評

価は大学基準協会が示す項目（大学 15 項目、大学院 12 項目）に沿って、当該年度によっ

て項目を指定し実施しているが、現状でほぼ全ての項目の報告書を公開している。 

 過去の外部評価は、2001 年度大学基準協会への加盟判定審査があり、その時の報告書及

び評価結果はホームページでは公開していないが、当時ＣＤ-ＲＯＭで報告書を学内外に配

付し、評価結果を学内教職員に報告した。 
これまでのところ自己点検・評価結果は積極的に公開していると評価できる。2007 年４

月には大学基準協会に相互（認証）評価を申請するために、2008 年４月にはその報告書な

らびに評価結果を合わせてホームページで公開することが、全学企画調査委員会で決定し

ている。 

 
〔教員倫理綱領／職員倫理綱領〕 
 本学教職員の大学、学生、社会へのあり方と責任を明示するために、2004 年４月１日「教

員倫理綱領」及び「職員倫理綱領」を制定した。 

 制定時には学生に対しても発表（全学協議会）し、全教職員にも文書で配付した。現在

は「教員ハンドブック」（新年度はじめに全教員に配付）に全文を掲載し、学内 Web 規程

集にも登載するとともに、ホームページ上で広く社会に公表している。 

◇教員倫理綱領 http://www.soka.ac.jp/college/moral_regulations_faculty.html

◇職員倫理綱領 http://www.soka.ac.jp/college/moral_regulations_staff.html
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